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	2. IASBとFASBは新収益認識基準の実務での適用を支援するために収益認識に関する移行リソースグループ（TRG）を共同で設置し、関連する議論を継続的に行っている。
	3. TRGの目的は以下のとおりである。
	 新収益認識基準の適用から生じる論点を収集し、分析及び議論する。
	 IASBとFASBに適用上の論点を伝え、そのような論点に対して対応が必要かどうか両審議会が決定することを支援する。
	 新収益認識基準の適用に関連する他の関係者から、新収益認識基準について学ぶ機会を提供するためのフォーラムを開催する。
	 TRGはガイダンスを公表しない。
	4. TRGのメンバーは、幅広い業種及び地域を代表する財務諸表作成者、監査人、財務諸表利用者等から構成されている（合計27名）。また、IOSCO、SEC、PCAOB、AICPAがオブザーバーとして参加している。
	5. TRGは、以下のステップで進められている。
	(1) 利害関係者が論点を提出する。
	(2) IASB及びFASBが論点の優先順位付け及び分析を行う。
	(3) TRG会議を開催する。
	(4) 取りまとめを行う。
	6. 論点の提出は誰でも行うことができる。提出される論点は、異なる方法で適用され、実務においてばらつきが生じる可能性がある規定に関連するものでなければならない。また、幅広い利害関係者に関連するものでなければならない。IASB及びFASBのスタッフは、提出されたすべての論点を確認し、論点の優先順位を決定する。
	7. TRG会議は、IASB及びFASBのオフィスにおいて開催される。TRG会議は公開で行われ、会議のアジェンダと関連するアジェンダ・ペーパーは公開される。
	8. TRG会議は、これまで以下のとおり計5回開催されており、今後2015年11月9日に開催が予定されている。現時点では2016年におけるTRG会議の開催は予定されていないが、関係者からの論点の提出が多く、TRG会議で対応することが適切と両審議会が判断する場合には、引き続き開催される可能性がある。
	9. 2015年7月開催のTRG会議用のアジェンダ・ペーパーとして両審議会から公表されたサブミッション・ログによると、両審議会のスタッフが2015年7月7日までに受領している論点の総数は75個に及ぶ。これらの論点をステータスごとに分類0F すると以下のとおりである。
	10. IASBとFASBはTRG会議での議論等をふまえ、以下の(1)から(4)の項目に関して、IFRS第15号とTopic 606をそれぞれ修正する公開草案を公表済み又は公表することを暫定決定している。(2)から(3)に関して、修正が提案又は暫定決定された項目とその内容はIASBとFASBで異なり、FASBの方がより多くの項目に関して、詳細な修正を提案又は提案する暫定決定を行っている。一方(4)に関しては、両審議会で同様の修正が提案されている。
	(1) 発効日の延期
	(2) 知的財産ライセンス及び履行義務の識別
	(3) 移行時の実務上の便法、売上税の表示、現金以外の対価、回収可能性の検討
	(4) 本人又は代理人の検討
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